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研究分野：人文学 
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        (4)  測定・評価      (5) テスティング 
 
１．研究計画の概要 

本研究の目的は，（１）日本の大学生の

英語スピーキング能力の測定・評価に関す

る測定法とその評価基準の基盤作り，（２）

この測定・評価を基に，大学生の英語スピ

ーキング力を測定できるスピーキングテス

トの開発を検討し，試作版の作成。 

 
２．研究の進捗状況 
 １．に関連した大学生の英語スピーキング

能力を測定・評価できる英語テストからデ
ータを収集している。 

 
 ２．については，日本の大学生の英語学力
（話すことを中心として）についての評価
方法の研究，並びに出た―他の収集を行っ
てきた。 

 
 ３．大学生の英語スピーキング力を評価す

る英語スピーキングテストの開発の研究
を行ってきた。 

 
３．現在までの達成度 
 （１）全国の大学生のテスト受験データの
収集，及びテストデータの分析を行って国
内外の関係学会で発表している。 

 
 （２）ACTFL，CEFR,ESOL,カナダなどの 
 productive skills に関する評価基準等の

研究を行い，資料等の収集に努めた。これ

を基に，大学生の英語スピーキング力の測
定・評価に使える評価基準等の作成を検討
している。 

 
（３）大学生版英語スピーキングテストの開
発のための研究として，市販英語テストの
内容，及び評価方法等の検討を始めている。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 上記 3 点について，この年度内の達成目
標としている。研究分担者，及び連携研究
者，研究協力が各目標を達成できるよう分
担研究を行っていくよう考えている。 

 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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